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長二ちょうじは貧乏びんぼうの家いえに生うまれて

おもちゃも持もたずに

死しんでしまった。

美うつくしいガラス張ばりの店頭みせさきに、

西洋せいようのぜいたくな小間物こまものや、

赤あか、紫むらさきに、塗ぬったゴムまりや

ぴかぴかと顔かおの映うつる銀笛ぎんてきや、らっぱや、

なんでも子供こどもの好すきそうなものが

並ならべてあるのを見みると、

店みせのガラス戸どを砕くだいて

それらのものをめちゃめちゃにたたき壊こわしてやりたくなる。

隣となりに住すんでいた、

あの貧まずしかった、哀あわれな長二ちょうじのことを思おもい出だしたときに。


底本：「定本小川未明童話全集　3」講談社

　　　1977（昭和52）年1月10日第1刷

　　　1981（昭和56）年1月6日第7刷

初出：「読売新聞」

　　　1907（明治40）年5月12日

※表題は底本では、「おもちゃ店てん」となっています。
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